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Introduction of a collisional cooling technique to the laser photo-detachment 
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我々の研究では、目的核種と同重体の分離を行うために、最新の同重体分離手法であるレーザー光

脱離法(LPD: Laser Photo-Detachment)の研究・開発を行っている。AMS における LPD の実装に向けテ

ストベンチを開発(Fig.1)した。本研究では、イオンビームとレーザーとの相互作用時間を伸ばすために

高周波四重極(RFQ: Radio frequency quadrupole)内に、不活性ガスである He を導入する。そのために、 

差動排気システム(Fig.2)を作った。イオンビームはガスとの衝突により、熱エネルギー程度まで減速（衝

突冷却）され、またイオンビームの減速による発散を防ぐために、RFQ 内を通過させるために DC 電

極が組み込まれている。本研究では、RFQ 内に He ガスを導入した際の妨害同重体の抑制率の変化、

またその時のイオンの透過効率の変化について報告する。 
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Fig.1. Malt の LPD システムの概略図 

 

Fig.2. 原則チャンバー内の差動排気システム 
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